
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成２４年 4月 25日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究では、畜産・獣医学教育研究へ代替え法を導入するにあたって、

以下の列記した項目を調査研究した。１）動物臓器のプラスチネーション標本の作製基準を確

立した。２）研究代表者が所有している貴重な動物奇形心の標本化を実施した。３）作製した

標本を博物館や実習室に常設展示することによって、標本の共有・活用を行った。４）作製し

た標本のデータベース化とホームページを作成した。５）大学開放、高大連携および畜産・獣

医学教育研究などに作製した標本を活用した。さらに、作製した標本を用いて獣医解剖学の講

義や実習を実施し、受講生から標本に対する評価を受け公表した。これらの結果、今後の畜産・

獣医学教育の改善方法について有意義な研究が実施できた。 

 

研究成果の概要（英文）：In order to introduce alternative teaching methods to veterinary 

medical education and research, the plastination specimen of animal internal organs was 

produced.   The purpose of this research was follows: 1) the production of standards 

methods of plastination specimens were established, 2) the animal deformed heart was 

used as the plastination specimens, 3) permanent exhibition of the plastination specimen 

was carried our to a museum and a practical room, 4) the database and homepage of 

plastination specimens was produced, 5) the specimens utilized for university open days 

and veterinary education and research for student.  In addition, the veterinary medicine 

education using a plastination specimen was carried out, and the evaluation from an 

attendance student was received.   It can improve the quality of veterinary medicine 

education.  
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１．研究開始当初の背景 

 改正動物愛護管理法には、3Rの原則

（ Replacement;代替法の活用、

Reduction;使用数の削減、 Refinement;

苦痛の軽減）が明文化された。また、既

に欧米の多くの畜産・獣医系大学では、

動物を犠牲にしなくてもよい代替法によ

る教育課程を設けている。日本国内でも

アニマルライツ運動 ･ 思想の台頭や日本

の畜産学・獣医学教育の国際化などに伴

い、近い将来、代替法の積極的な導入が

必要となることは容易に予想される。さ

らに、ホルムアルデヒド（ホルマリン）

が特定化学物質（特定第 2 類物質）に指

定され、発散抑制装置あるいは暴露防止

装置なしでは扱えなくなった。これまで

ホルマリンは安価であり、獣医畜産領域

で臓器保存にために多用されている薬品

であったが、その代替え法の検討が必要

となっている。 

 

２．研究の目的 

 上述のような社会的背景を踏まえ、本

研究の主な目的は、１）畜産・獣医学教

育に用いる動物臓器のプラスチネーショ

ン化を実施し、当該教育研究に有効活用

する、２）研究代表者が所有する貴重な

動物奇形心臓のプラスチネーション化を

実施し、標本を博物館などに展示し公開

する、ことが本研究の主な目的である。 

 

３．研究の方法 

 プラスチネーション化とは臓器をシリ

コン系樹脂に含浸して置換することによ

り、形態や色彩をほぼ本来の状態で長期

保存を可能とする方法である。本研究で

は標本の脱水、脱脂にアセトンを用いた。

さらに標本のシリコン化には日本製の工

業用シリコン（信越シリコン）およびプ

ラスチネーション標本用シリコン（ドイ

ツ・バイオデユア）を用いた。 

 

４．研究成果 

 プラスチネーション標本を作製し研究

教育へ導入することによって多くの結果

を得ることができた。すなわち、（１）

畜産学・獣医学の講義・実習等で使用す

る動物数の削減が可能となった、（２）

プラスチネーション化した臓器を用いる

ことによって感染症などの心配がなくな

り、教育を受ける学生への安全性が確保

された、（３）臓器標本の展示を常設す

ることができた、（４）さらに宮崎大学

獣医解剖学研究室には約７００あまりの

貴重な動物奇形心臓のホルマリン固定標

本が存在する。これらの標本をプラスチ

ネーション化することで質と量をかねそ

ろえた世界的にも例がない標本アーカイ

ブスが作製でき、教育研究に活用するこ

とはもとより、博物館などにも展示し貴

重な標本を共有化することができた。

（５）プラスチネーション標本を用いた

獣医学の講義・実習を受けた学生からの

評価を実施した。（６）プラスチネーシ

ョンに関するホームページを作成し得ら

れた成果を公表した。以下に主な成果の

概要を説明する。 

 

（１）ホルマリン固定済み動物奇形心の

プラスチネーション化 

 ホルマリン固定済み動物奇形心のプラ

スチネーション化を行う。 

希少な奇形心には、①両心耳近位、②鎖

骨化動脈分離、③右下行大動脈を伴う左

大動脈弓、④房室中隔欠損、⑤房室弁交



叉心、⑥左房室口閉鎖、⑦二重房室口等

がある。希少例についてはヒトの奇形心

に関する論文で散見される例もあるが、

畜産・獣医学領域の動物ではほとんど報

告が無い。そのため、質量ともに兼ね備

えた世界的に貴重なプラスチネーション

標本の作製ができたと考えている。 

 

（２）臓器標本の常設展示と共有 

 プラスチネーション化標本を博物館や

解剖学研究室に常設展示した。さらに作

製標本のデジタル写真撮影を実施し、パ

ーソナルコンピューターに取り込み、画

像に奇形の説明を加えたデータベースを

作製した。その上、プラスチネーション

標本に関するホームページを作製し、作

製方法や実績などを公表した。また、公

開講座、高大連携など地域貢献を積極的

に進め、高大連携事業では、鹿児島県立

加世田高校、鹿児島県立鹿屋高校、宮崎

県立妻高校、宮崎県立都城泉ヶ丘高校、

大分県立杵築高校、サイエンスキャンプ 

科学どっぷり合宿、高校生諸君！！ 見

て・聞いて 獣医学の未来を体験しよう、

宮崎県立宮崎西高校付属中学校、宮崎県

立五ヶ瀬中等教育学校などにおいて、動

物の比較解剖学の講義を作製した標本を

用いながら実施し、非常に好評を得た。 

 

（３）代替え法を用いた畜産学・獣医学

の講義実習とその評価 

 作製した各種動物のプラスチネーショ

ン標本は畜産・獣医学の講義・実習で用

いた。講義および実習終了後にアンケー

ト等によって学生の評価を受けた。さら

に、作製した標本は解剖学研究室に常設

し、学生・大学院生などが自主的に研

究・学習できるように支援態勢を整えた。 

 

（４）ホームページの作成と成果の公表  

 プラスチネーション標本の活用に関す

るホームページを作成して、得られた成

果や学生からの評価について学科ホーム

ページや論文として公表した。 
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